
○ 長期雇用に関する企業の評価としては、「メリットの方が大きい」と「どちらかといえばメリットの方が大きい」の合計は72％で、「デメ
リットの方が大きい」と「どちらかといえばデメリットの方が大きい」の合計を大きく上回っている。

○ 今後についても、長期雇用のメリットが大きくなるとみている企業の割合の方が高い。
○ 企業が長期雇用の具体的メリットとして考えるものをみると、「知識や技能の継承がしやすい」、「従業員の長期的な人材育成がしやす
い」、「組織的な一体感を維持しやすい」などの割合が高くなっている。

企業からの長期雇用についての評価

9（資料出所）（独）労働政策研究・研修機構「今後の産業動向と雇用のあり方に関する調査」（2011年）より。民間のデータベースより合計20,000社を無作為に抽出。有効回収数は3,025
社（有効回収率15.1％）
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